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過去最大になる。大豊作だった昨年の支払額は548万円

だっただけに、今年は大きく増加した。同組合は「一部

の地域を除いて管内全域でほぼ100％の農家が共済対象

になった」とする。

　畑作物の支払額の合計は74億1724万円。金額被害率は

約15％と高水準になった。金時や手亡などのいんげん

は、収量も品質も悪く14億4618万円となり、金額被害率

は８割を超えた。小豆は12億5860万円、ジャガイモは10

億3294万円、ビートは26億5024万円に達し、スイートコ

ーンも６億752万円だった。

　同組合によると、合併前では1983年が小麦と畑作物の

支払額の合計が230億円に達した。今年はそれに次ぐ金

額になる。年内に仮渡しした作物は来年夏までに最終的

な精算払いが行われ、同組合は「総額189億円からさら

に増える見通し」としている。

＜農業共済＞

　凶作や災害時に備えて農家が加入する共済保険。十勝

管内では町が運営する士幌町を除いて十勝ＮＯＳＡＩで

一本化している。農家の加入率は小麦が100％、畑作物

共済（豆類、ジャガイモなど）は90％弱。掛け金は国と

農家で拠出している。


